
次
号
は
９
月
２３
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

模
擬
店
や
盆
踊
り
�
夏
の
宵
満
喫

大
森
中
３
年
の
高
山
巧
太
郎
君

全
国
中
学
校
ヨ
ッ
ト
選
手
権
で
Ｖ

珠
玉
の
作
品
「ラ
ン
ス
美
術
館
展
」
１０
組
２０
人

「秋
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
３
組
６
人

楽
し
さ
満
載
「元
気
ま
つ
り
守
山
」

２４
日

三
菱
電
機
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

「リ
サ
イ
く
ん
」も
登
場
す
る
よ

１６
日

「環
境
デ
ー
な
ご
や
１７
」中
央
行
事

守
山
サ
ー
ク
ル
が
「夏
休
み
中
日
新
聞
社
見
学
」

盛大に１９回目の「志段味納涼夏まつり」

                     

                     

　
▽
山
田
貢
さ
ん
＝
鳥
神
町

＝
の
投
稿
写
真

　
風
呂
場
の
窓
ガ
ラ
ス
と
よ

し
ず
の
間
で
ヤ
モ
リ
が
休

憩
。
居
心
地
が
い
い
の
か
？

時
々
姿
を
見
せ
ま
す
。

「新聞が流れてきた」販売
店へ送るための場所も見学

名
古
屋
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
協
議
会
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
リ
サ
イ
く
ん
」

元気まつりに登場する
「ＯＫＵＤＡ弁慶号」

楽
器
も
曲
も
さ
ま
ざ
ま
に
―

「
Ｆ
ｌ
ｙ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｄ
ｏ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
」

優勝カップと賞状を手に巧
太郎君（大森中学校で）

子どもに人気…中日こどもウイークリー
のマスコットキャラクター「まなぶぅ」

開会式には多くの公職者らが駆け付けた

　
十
九
回
目
の
「
志
段
味
納
涼
夏
ま
つ
り
」
（
志
段
味
商
工
振
興
会
・
守
山
商
工
会
主
催
、

中
日
新
聞
社
な
ど
後
援
）
が
先
月
二
十
六
日
、
志
段
味
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
少
年
野
球
場
で
開

催
さ
れ
、
家
族
連
れ
を
は
じ
め
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
開
会
式
で
は
、
志
段
味
商
工

振
興
会
の
長
縄
裕
一
会
長
が

「
こ
の
祭
り
は
志
段
味
魂
。
地

域
活
性
化
の
た
め
に
も
長
く
続

け
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
ま
た
、
河
村
た
か
し
市
長

も
駆
け
付
け
て
「
燃
え
よ
志

段
味
納
涼
夏
ま
つ
り
～
」

と
、
応
援
歌
『
燃
え
よ
ド
ラ

ゴ
ン
ズ
』
の
替
え
歌
で
笑
い

を
誘
っ
た
。

　
会
場
内
に
は
金
魚
す
く
い

や
か
き
氷
、
た
こ
焼
き
な
ど

地
域
団
体
や
同
振
興
会
会
員

ら
の
模
擬
店
が
並
び
、
オ
ー

プ
ン
直
後
か
ら
行
列
。
辺
り

が
暗
く
な
る
ご
と
に
浴
衣
姿

も
目
立
ち
始
め
、
呼
び
込
み

の
声
と
と
も
に
夏
祭
り
ら
し

さ
が
増
し
た
。

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
東
海

地
方
で
活
躍
す
る
「
名
古
屋
Ｃ

Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｒ
�
」
の
ア
イ
ド
ル
シ

ョ
ー
や
市
消
防
音
楽
隊
の
演

奏
、
大
道
芸
な
ど
が
催
さ
れ
、

半
円
状
に
囲
ん
だ
人
か
ら
は
拍

手
と
歓
声
が
起
こ
っ
て
い
た
。

ま
た
、
大
掛
か
り
な
盆
踊
り
大

会
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
恒
例
の

花
火
も
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

　
中
日
新
聞
守
山
販
売
店
連
合

会
で
つ
く
る
「
守
山
サ
ー
ク

ル
」
は
先
月
十
七
・
十
八
日
に

「
夏
休
み
中
日
新
聞
社
見
学
」

を
開
い
た
。
小
学
生
と
保
護
者

ら
約
百
四
十
人
が
本
社
＝
中
区

三
の
丸
一
＝
を
訪
れ
、
新
聞
が

で
き
る
ま
で
な
ど
を
学
ん
だ
。

　
同
サ
ー
ク
ル
が
、
夏
休
み
の

思
い
出
づ
く
り
や
宿
題
に
生
か

し
て
ほ
し
い
と
初
め
て
催
し
た

も
の
。
本
紙
ほ
か
で
の
事
前
募

集
に
六
十
六
組
・
百
七
十
八
人

の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
〝
取

材
か
ら
各
家
庭
に
届
く
ま
で
〟

を
予
習
し
た
後
、
専
用
コ
ー
ス

を
歩
い
て
見
学
。
社
員
の
話
を

聞
き
な
が
ら
編
集
局
や
印
刷
部

な
ど
を
巡
り
、
ガ
ラ
ス
越
し
で

輪
転
機
に
出
合
っ
た
親
子
か
ら

は
「
大
き
い
」
「
す
ご
い
ね
」

と
驚
き
の
声
が
上
が
っ
た
。

　
見
学
後
の
質
疑
応
答
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
「
ニ
ュ
ー
ス
が

な
い
と
き
は
ど
う
す
る
の
」
や

「
記
事
は
ど
う
や
っ
て
選
ぶ

の
」
と
次
々
に
質
問
。
ま
た
読

書
感
想
文
の
書
き
方
教
室
も
行

わ
れ
、
本
の
選
び
方
や
タ
イ
ト

ル
の
付
け
方
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス

に
耳
を
傾
け
、
メ
モ
を
取
る
姿

が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
、
熱
心

に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て
い
た

田
中
結
菜
さ
ん
（
苗
代
小
六

年
）
は
「
い
つ

も
新
聞
の
写
真

を
何
と
な
く
見

て
た
け
ど
、
た

く
さ
ん
撮
っ
て

選
ぶ
と
い
う
話

を
聞
い
た
か
ら

見
方
が
変
わ
る

と
思
う
」
と
に

っ
こ
り
。
参
加

者
に
は
、
記
念

写
真
が
載
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
新

聞
も
配
ら
れ

た
。

　
名
古
屋
エ
リ
ア
最
大
級
の
環

境
イ
ベ
ン
ト
「
環
境
デ
ー
な
ご

や
２
０
１
７
」
の
中
央
行
事
が

十
六
日
（
土
）
午
前
十
時
―
午

後
四
時
、
久
屋
大
通
公
園
エ
ン

ゼ
ル
広
場
・
久
屋
広
場
・
光
の

広
場
で
催
さ
れ
る
。

　
十
八
回
目
の
こ
と
し
は
「
身

近
な
エ
コ
が
未
来
へ
続
く
」
が

テ
ー
マ
。
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
企
業
が
百
以
上
の
ブ
ー
ス

を
設
け
、
世
代
を
超
え
て
楽
し

め
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
開
く
。

　
中
日
新
聞
社
と
中
日
新
聞
販

売
店
に
よ
る
名
古
屋
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
協
議
会
は
、
古
紙
リ
サ

イ
ク
ル
の
仕
組
み
を
紹
介
す
る

パ
ネ
ル
を
展
示
。
ま
た
、
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
リ
サ

イ
く
ん
」
塗
り
絵
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
る
ほ
か
、
ブ
ー
ス
周
辺
に

は
午
前
十
時
半
と
午
後
一
時
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
約
三
十
分
間
、
リ

サ
イ
く
ん
の
着
ぐ
る
み
が
登
場

す
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
お
な
じ
み
の
環

リ

サ

境
情
報
紙
「
Ｒ
ｉ
ｓ
ａ
」
ブ
ー

ス
で
は
年
間
テ
ー
マ
「
シ
ェ
ア

エ
コ
」
に
ち
な
み
、
自
転
車
発

電
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ェ
ア
体
験
を
実
施
。

参
加
者
に
は
花
の
種
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
さ
れ

て
い
る
。

　
環
境
デ
ー
な
ご
や
の

問
い
合
わ
せ
は
同
実
行

委
員
会
事
務
局
（
市
環

境
局
環
境
活
動
推
進
課

内
）
＝
☎
（
９
７
２
）

２
６
９
２
＝
へ
。

　
「
第
�
回
全
国
中
学
校
ヨ
ッ

ト
選
手
権
大
会
」
（
七
月
二
十

八
―
三
十
日
、
富
山
県
）
の
Ｏ

Ｐ
（
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
ト
）
級
・

男
子
の
部
で
、
大
森
中
学
校
三

年
の
高
山
巧
太
郎
君
が
優
勝
。

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
出
て
み

た
い
」
と
将
来
の
夢
を
話
し
て

い
る
。

　
蒲
郡
市
の
ジ
ュ
ニ
ア
ヨ
ッ
ト

ク
ラ
ブ
「
海
陽
海
洋
ク
ラ
ブ
」

に
入
部
し
、
競
技
を
始
め
た
の

は
小
学
五
年
の
時
。
母
親
・
亜

衣
子
さ
ん
�
�
の
勤
め
先
の
イ

ベ
ン
ト
で
初
め
て
乗
船
し
、

「
楽
し
い
」
と
感
じ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
海
で
で
き
る
練
習
は
週
に

一
、
二
回
。
送
り
迎
え
な
ど
亜

衣
子
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

な
が
ら
取
り
組
み
続
け
、
こ
の

ほ
ど
県
ヨ
ッ
ト
連
盟
ほ
か
の
推

薦
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
同
大

会
へ
の
出
場
が
決
ま
っ
た
。

　
Ｏ
Ｐ
級
は
全
長
二
・
三
一

㍍
、
全
幅
一
・
一
三
㍍
の
小
さ

な
一
人
乗
り
ヨ
ッ
ト
。
ま
た
、

競
技
は
六
回
の
レ
ー
ス
そ
れ
ぞ

れ
の
着
順
を
得
点
と
し
、
合
計

点
の
少
な
い
人
か
ら
総
合
順
位

が
決
ま
る
と
い
う
も
の
。
巧
太

郎
君
は
第
一
レ
ー
ス
の
フ
ラ
イ

ン
グ
で
大
き
く
出
遅
れ
た
が
、

以
降
は
一
位
二
回
、
二
位
三
回

の
戦
績
で
優
勝
を
決
め
た
。

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
に
選
抜

さ
れ
、
同
大
会
前
は
北
米
選
手

権
（
カ
ナ
ダ
）
に
も
出
場
す
る

と
い
っ
た
活
躍
も
見
せ
て
い
る

が
、
現
在
は
受
験
勉
強
中
。

「
ま
ず
高
校
生

に
な
っ
て
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で

優
勝
し
た
い
」

と
巧
太
郎
君
。

「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
も
出
て
み

た
い
」
と
も
話

し
、
目
を
輝
か

せ
て
い
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
か
ら
珠
玉
の
作
品

を
紹
介
す
る
「
ラ
ン
ス
美
術
館

展
」
（
中
日
新
聞
社
な
ど
主

催
）
が
十
月
七
日
―
十
二
月
三

日
、
名
古
屋
市
美
術
館
＝
中
区

栄
二
＝
で
開
催
さ
れ
る
。

　
ラ
ン
ス
美
術
館
が
あ
る
ラ
ン

ス
は
パ
リ
か
ら
約
百
四
十
㌔
北

東
に
位
置
し
、
世
界
遺
産
・
ノ

ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
や
シ
ャ
ン
パ

ン
の
産
地
と
し
て
も
有
名
。
美

術
館
は
二
百
年
以
上
の
歴
史
が

あ
り
、
五
万
点
を
優
に
超
え
る

名
作
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
本
展
で
は
ド
ラ
ク
ロ
ワ
、
コ

ロ
ー
、
ミ
レ
ー
、
ピ
サ
ロ
、
ゴ

ー
ギ
ャ
ン
ら
十
七
―
二
十
世
紀

の
巨
匠
た
ち
や
、
同
地
と
縁
の

深
い
藤
田
嗣
治
の
作
品
、
ま
た

名
古
屋
市
と
ラ
ン
ス
市
の
友
好

を
記
念
し
た
特
別
な
三
点
な
ど

計
約
七
十
点
が
展
示
さ
れ
る
。

　
前
売
り
入
場
券
は
一
般
千
二

百
円
、
高
大
生
八
百
円
（
当
日

は
各
二
百
円
増
し
）
で
、
最
寄

り
の
中
日
新
聞
販
売
店
で
発
売

中
。
中
学
生
以
下
無
料
。
問
い

合
わ
せ
は
名
古
屋
市
美
術
館
＝

☎
（
２
１
２
）
０
０
０
１
＝

へ
。
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
「
ラ
ン
ス

名
古
屋
展
」
で
検
索
。

◇
　
　
　
　
◇

　
家
族
み
ん
な
一
緒
に
楽
し
め

る
―
。
「
秋
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
十
月
二
十
一
日

（
土
）
、
志
段
味
地
区
会
館
＝

下
志
段
味
横
堤
一
三
九
〇
ノ
一

＝
で
開
か
れ
る
。
午
後
一
時
半

開
演
、
同
一
時
開
場
。

　
同
会
館
と
守
山
文
化
小
劇
場

が
催
す
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
入
場

Ｏ
Ｋ
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
今
回
は

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
や
バ
イ
オ
リ

ン
、
ピ
ア
ノ
や
ギ
タ
ー
な
ど
い

ろ
い
ろ
奏
で
て
、
人
の
数
よ
り

楽
器
が
多
い
と
い
う
実
力
派
ユ

ニ
ッ
ト
「
Ｆ
ｌ
ｙ
ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｄ

ｏ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
（
フ
ラ
イ
ン
グ
ド

ク
タ
ー
）
」
が
登
場
す
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
タ
イ
プ
ラ

イ
タ
ー
」
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の

マ
ー
チ
」
「
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

テ
ル
』
序
曲
」
ほ
か
。
楽
し
い

ア
レ
ン
ジ
や
、
客
席
も
手
拍
子

で
演
奏
に
参
加
で
き
る
な
ど

〝
音
楽
で
一
緒
に
遊
ぼ
う
〟
の

ス
テ
ー
ジ
を
披
露
す
る
。

　
前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
は
一
般
五

百
円
、
中
学
生
以
下
三
百
円

（
全
自
由
席
、
当
日
は
各
二
百

円
増
し
）
、
二
歳
以
下
無
料
。

同
会
館
と
守
山
文
化
小
劇
場
で

取
り
扱
っ
て
い
る
。
問
い
合
わ

せ
は
守
山
文
化
小
劇
場
＝
☎

（
７
９
６
）
１
８
２
１
＝
へ
。

◇
　
　
　
　
◇

　
「
ラ
ン
ス
美
術
館
展
」
十
組

二
十
人
、
「
秋
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
」
三
組
六
人
、
そ

れ
ぞ
れ
の
招
待
券
を
本
紙
読
者

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
お
近

く
の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
明

記
し
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
三
五
二
、
守

山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
ラ

ン
ス
展
」
ま
た
は
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
ど

ち
ら
か
希
望
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
係
へ
。

　
締
め
切
り
は
十
三
日

（
水
）
必
着
。
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
招
待
券

の
発
送
を
も
っ
て
発
表
に

代
え
ま
す
。

　
恒
例
「
元
気
ま
つ
り
守
山
」

（
区
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主

催
）
が
二
十
四
日
（
日
）
、
三

菱
電
機
グ
ラ
ウ
ン
ド
＝
小
幡
中

二
＝
で
開
催
。
中
日
新
聞
守
山

販
売
店
連
合
会
も
協
賛
し
、
会

場
の
一
画
を
盛
り
上
げ
る
。

　
「
あ
べ
静
江
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ン

シ
ョ
ー
」
や
「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

ジ
ー
ド
シ
ョ
ー
」
、
地
元
学
生

・
生
徒
に
よ
る
チ
ア
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
や
吹
奏
楽
ほ
か
ス
テ
ー
ジ

は
多
彩
で
、
時
間
い
っ
ぱ
い
楽

し
め
る
内
容
。
子
ど
も
た
ち
に

人
気
の
フ
ワ
フ
ワ
遊
具
、
産
地

直
送
の
新
鮮
野
菜
朝
市
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
フ
ー
ド
コ
ー

ナ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
も

所
狭
し
と
並
び
、
イ
ベ
ン
ト
は

盛
り
だ
く
さ
ん
。

　
中
日
新
聞
守
山
販
売
店
連
合

会
は
こ
と
し
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
「
Ｏ

Ｋ
Ｕ
Ｄ
Ａ
弁
慶
号
」
の
走
行
を

企
画
。
長
さ
約
八
十
㍍
の
線
路

を
二
周
、
連
結
さ
れ
た
客
車
に

乗
っ
て
楽
し
め
る
と
い
う
も

の
。
ま
た
毎
年
好
評
の
金
魚
・

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
も
催

し
、
「
ク
ー
ポ
ン
券
を
九
月
二

十
三
日
発
行
の
守
山
ホ
ー
ム
ニ

ュ
ー
ス
に
付
け
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
」
と
同
会
。

　
午
前
十
時
―
午
後
三
時
、
小

雨
決
行
。
「
元
気
ま
つ
り
守

山
」
の
問
い
合
わ
せ
は
区
民
ま

つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
区

役
所
地
域
力
推
進
室
）
＝
☎

（
７
９
６
）
４
５
２
３
＝
へ
。
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